
介護保険料の試算（地域包括ケア「見える化」システムを活用）

①6,012円＝自然体推計（令和5年4月利用実績までを反映）
②6,052円＝小規模多機能型居宅介護（＋40円）を反映

③準備基金（1億円）を取り崩した場合 5,762円（▲290円）
準備基金（1億８千万円）を取り崩した場合 5,530円（▲522円）
準備基金（2億６千万円）を取り崩した場合 5,299円（▲753円）

※簡易な試算なので参考程度

区分
８期 ９期 11期

2030年
１２期
2035年

１４期
2040年

１６期
2045年

１７期
2050年

介護保険料 ５，４９９円 ６，０５２円 ７，１４７円 ７，７３８円 ８，０９６円 ８，２７３円 ８，９０１円

準備基金取崩
後

５，２２４円

①自然体推計 ②一部施策反映後 ③②の準備基金取崩し反映後

６，０１２円 ６，０５２円 ※３案を試算

※１．令和4年度末、準備基金保有額は約３億７千万円。
２．人口の推移は「日本の地域別将来推計人口（平成30年年推計）データを利用。
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